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研究成果の概要（和文）：共感の反社会的側面に光を当て、心理学、文学・文化論、国際関係論の知見と方法を
融合することによって、個人から国家にわたる様々なレベルの人間行動において生じている敵対的行動の機序の
一端を解明し、問題解決に資する教育モデルを提案することを目的として研究を計画した。当初の計画通り、小
中学校におけるいじめ、アメリカ文学における人種差別、紛争における偏見や差別と、これらの背景にある共感
性や諸感情の関係について検討し、学会報告、学術論文、書籍として発表した。さらに、これらの成果を開かれ
た研究会やセミナーとして公表するとともに、研究授業として大学の講義において活用した。

研究成果の概要（英文）：By focusing on the antisocial nature of empathy, and combining knowledge and
 methods of psychology, literature and cultural studies, and international relations,we aimed at 
elucidating the mechanism of the  the antisocial behaviors occurring in various levels of human 
behavior across individuals and nations, and proposing an educational model that contributes to 
tackling such issues.  As originally planned, we examined bullying in elementary and junior high 
schools, analyzed the racial discrimination in American literature, and examined the relationship 
between prejudice and discrimination in conflict and the empathy and emotions behind it.  We 
presented the findings as conference reports, research articles, and book chapters. Furthermore, we 
published these results at open research meetings and seminars, and used them in university 
lectures.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
いじめに対応する能力として、共感が一定の役割を果たしていること、文学において、差別する側とされる側と
で黒人コミュニティに対する描き方が異なり、両者を比較しながら読むことが重要であること、外国人差別が集
団間紛争を促進する効果があり、移民や難民流入に対するヘイトスピーチや排外主義の顕在化などとも結びつい
ていることなどを解明し、このような問題に対応するために、道徳的判断の種類を考慮した教育内容の提案を含
む、教育モデルの提案を行い、学会報告、学術論文、書籍として発表した。さらに、研究成果を開かれた研究会
やセミナーとして公表するとともに、研究授業として大学の講義において活用した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 昨今の日本と東アジア近隣諸国との間に生じている国民感情の悪化とそれに伴うヘイトスピ
ーチや暴力行為のような、社会的共生を脅かす敵対的行動の背景には、心理的、文化的、社会
的領域にわたる様々な要因が関わっている。伝統的学問分野において個別に検討されてきた
様々な敵対的行動を包括的に再検討することにより、問題の背景となる機序を総合的に理解す
るとともに、効果的な対応策としての教育モデル提案を目指すことした。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、「共感は社会的共生を促進するか」、という問いを立て、主として共感の反社会

的側面に注目することとした。すなわち、身内や内集団に対して共感的であるがために、他者
や外集団に対して敵対的にふるまう可能性を検証することを試みた。具体的には、研究組織の
メンバーがこれまでに取り組んできた、学校における「いじめ」、アメリカ文学における人種差
別と偏見、武力紛争における偏見と差別など、個々の学問分野における研究を、共感の反社会
的側面に注目して深化させ、ミクロレベルの共感が様々なレベルでの敵対的行動とどのように
かかわっているかを明らかにし、さらに、その結果を踏まえて、現実に生じている問題への対
応策として、問題解決に資する教育モデルを提案することとした。 
 
 
３．研究の方法 
心理学、文学・文化論、国際関係論の分野で優れた実績を持つメンバーが、専門分野におけ

る課題を設定しつつ、分野の枠を超えて融合的に共感の反社会性という問題に取り組むことと
した。個人や小集団レベルの問題としての「いじめ」については主として心理学の観点から、
より規模の大きい集団レベルの問題としての人種差別や差別撤廃運動については、主として文
学・文化論の観点から、さらに、国際的な解決が必要となる問題としての武力紛争の背景やそ
の解決のための取組みに関しては、国際関係論・国際機構論の観点から検討することとした。
また、これらの問題の基盤をなす感情と共感性については、主として心理学の観点から検討し
た。 
 
 
４．研究成果 
共感の反社会的側面に光を当て、心理学、文学・文化論、国際関係論の知見と方法を融合す

ることによって、個人から国家にわたる様々なレベルの人間行動において生じている敵対的行
動の機序の一端を解明し、問題解決に資する教育モデルを提案することを目的として研究を計
画した。当初の計画通り、小中学校におけるいじめ、アメリカ文学における人種差別の分析、
紛争における偏見や差別とその背景にある共感性や諸感情の関係について検討した。それぞれ、
いじめに対応する能力として、共感が一定の役割を果たしていること、文学において、差別す
る側とされる側とで黒人コミュニティに対する描き方が異なり、両者を比較しながら読むこと
が重要であること、外国人差別が集団間紛争を促進する効果があり、移民や難民流入に対する
ヘイトスピーチや排外主義の顕在化などとも結びついていることなどを指摘した。また、この
ような問題に対応するために、道徳的判断の種類を考慮した教育内容の提案を含む、教育モデ
ルの提案を行い、学会報告、学術論文、書籍として発表した。さらに、これらの成果を開かれ
た研究会やセミナーとして公表するとともに、研究授業として大学の講義において活用した。 
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